
 

小城市立小城中学校                        校長 吉 田  聖 

令和５年度 学校経営計画 

学校教育目標 
校訓「進取 徹底 明朗」 

「自他を認め合い、共に学び続ける生徒の育成」 

学  校  像 子 ど も 像 教  師  像 

・生徒が学ぶ喜びや意欲の高まり

を実感できる学校  

・生徒、保護者、地域から信頼さ

れる学校 

・安全、安心して過ごせる学校 

・向上心があり、目標に向かって

学び続ける生徒（進取・徹底） 

・感謝する心をもち認め合う生徒

（明朗） 

・心身ともにたくましい生徒 

（明朗） 

・生徒に真摯に粘り強く関わる教職

員 

・チームを意識し地域や保護者と連

携する教職員 

・職務の効率化を図り心身の健康に

努める教職員 

 

 

 校長の経営方針 

 

 

１ 進路保障を念頭に確かな学力を身につけ主体的に「なりたい自分」に近づけ

る学習指導を実践する。 

２ 人権・同和教育、道徳教育、学級活動等を更に充実させ、自他を認めよりよ

い支持的風土のある集団づくりを目指す。 

３ 「雑談」を通して、気軽に情報交換をし、明るく前向きな職場を目指す。 

教 育 目 標達 成 のた め の重 点取 り 組 み                      

項  目 重点取組内容 本年度の具体的な取組 

①学力の向上 

（ＩＣＴの利活用） 

・令和４年度12月調査結果では、

2年生は、ほぼ県平均、1年生はほ

ぼ全教科で県平均正答率を下回っ

ており、全ての教科で基礎的基本的

な学習内容の定着、及び思考力、判

断力、表現力の育成が必要である 

・家庭学習時間の短い生徒が多く、

家庭学習習慣が定着していない。 

・効果的なＩＣＴの利活用で、質の

高い授業や興味関心を高める授業

を行う。 

・「学び合い」を取り入れた授業づくりの研

究を続けるとともに、「話し合い活動」を実

践して全職員で取り組む。また、授業づくり

を通して、学級経営につなげていく。 

・家庭学習の手引きの活用、及び家庭学習強

化の取組を推進する。 

・ＩＣＴ機器活用の充実、教員のスキルアッ

プのためにＩＣＴ支援員と連携した研修や

情報提供を行う。 

・タブレットを活用したリモート授業の取り

組みを行う。 

②心の教育  

（いじめ防止） 

・昨年度、指導無視・徘徊50件、

器物損壊3件など、幼稚な生徒や生

徒間の些細な事案からのトラブル

は多い。 

・いじめは認知45件発生しており

増加している。早期発見、対応に努

め、解消に至ることができた。 

・支持的風土に根ざした望ましい学

級集団づくりを推進する。 

 

・年2回のQU実施とその検証に基づいた安心

して生活できる学級集団づくりを推進する。 

・校内研究の中で、「つながるタイム」を設

定し、毎月実施する。 

・無音清掃の徹底をはかる。 

・学年全職員による道徳の授業を充実させ、

人間性を培い支持的風土を醸成し、認め合い

支え合う集団づくりを推進する。 

・月１回のアンケート実施により、いじめ未

然防止と早期発見・早期対応に努める。 



 

③健康・体づくり 

・体育の授業を中心に、部活動

や体育的行事を通して健やかな

体づくりの大切さを意識させる 

・食育の推進として、望ましい

食生活の習慣を獲得し、自己の

健康を意識させる。 

・命の教育を実施し、自他の生

命を尊重する態度を育てる。 

・体育の授業を通して、健康・体力づく

りの基礎作りを図る。 

・生徒の心身の発達を考慮した部活動指

導の効率化を図りながら、効果的な部活

動運営をおこなう。 

・食育担当や栄養教諭を中心に給食指導

、食育指導を通して、健やかな命を育む

ため、食に対する知識の習得と意識の向

上を図る。 

④業務改善・教職員の働 

き方改革の推進 

・学校が抱える課題の複雑化、 

困難化により学校の担う役割が

拡大している。 

・チームを意識した効率的な業

務の推進を図り、時間外勤務の

縮減を図る。 

・限られた時間の中で、最大限の効果を

上げるという働き方に対する考え方や意

識を高めるとともに、校務の平準化を図

る。 

・ICTの効果的な利活用の推進により業

務の効率化を進める。 

・部活動の活動時間や活動内容の適正化

を図るとともに、定時退勤推進日の設定

など時間外自発勤務の縮減を図る。 

・チームによる組織的な対応を進めるこ

とで負担軽減を図るとともに、風通しの

よい職場環境づくりを進める。 

⑤学校独自の項目 

・教室に入れない別室登校生徒

の進路実現を図る。 

・特別支援教育のさらなる充実

を図る。 

・個別の支援計画等により、職

員の共通理解を図りながら、で

きることを増やす取組を行う。 

 

・別室登校生徒の学習の場としての校内

適応教室「スマイルルーム」の活用につ

いて、職員が共通理解し適切な運用を行

う。(学校生活支援員の配置) 

・支援を要する生徒を含めた対応・支援

体制の組織化を図るため、コーディネー

ターを中心に本校に関わる関係者（ＳＣ

、ＳＳＷ、心の教室相談員）等との連携

を図る。 

・教職員の共通理解、共通実践により進

路希望に沿えるようできる限り、教科担

任に授業を担当してもらう。 

・巡回相談及び専門家派遣を定期的に実

施し、保護者との連携を図るとともに専

門家からの助言を支援に生かす。 

 

 

 


